
２００５．３．２１ （３）

○
検
診
内
容　

問
診
・
視
診
・
内
診
・

検
体
採
取
検
査
（
細
胞
診
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
の
手
術
を
受
け

た
方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
師
と
相
談
の

う
え
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
い
方
法　

受
診
時
に
病
・
医
院

に
て
現
金
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
非
負
担
の
方
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る
受
診

票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

※
結
果
は
３
週
間
後
に
郵
送
で
通
知
し

ま
す
。

○
受
診
時
の
注
意
点

　

正
し
い
判
定
の
た
め
に
月
経
中
と
月

経
直
後
は
避
け
て
下
さ
い
。

　

当
日
は
着
脱
し
や
す
い
服
装
で
お
で

か
け
下
さ
い
。

　

問
診
時
に
不
正
出
血
の
有
無
、
月
経

周
期
、
閉
経
年
齢
等
を
う
か
が
い
ま
す

の
で
確
認
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

予
防
接
種

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の
予
防

接
種
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月

以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん

※
７
歳
６
か
月
に
な
る
日
の
前
日
ま
で

に
６
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
受
け
て

下
さ
い
。

○
受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

　

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
２
０
０
５

年
３
月
１
日
以
後
に
発
行
さ
れ
た
も

の
。
町
田
市
医
師
会
加
入
の
指
定
医
療

機
関
に
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
う
え
作

成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
無
料
で

す
。
な
お
、
重
い
病
気
等
の
や
む
を
得

な
い
理
由
で
指
定
医
療
機
関
以
外
に
か

ポ

リ

オ

か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
健
康
課

へ
ご
連
絡
下
さ
い
）
②
予
診
票
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
会
場
で
お
渡
し
し
ま

す
）
③
母
子
健
康
手
帳
④
筆
記
用
具

【
注
意
と
お
願
い
】

　

①
検
温
は
診
察
前
に
会
場
で
行
い
ま

す
②
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
服
用
前
後　
３０

分
は
飲
食
を
さ
け
て
下
さ
い
③
兄
弟
・

双
子
で
受
け
る
方
で
１
人
の
お
子
さ
ん

の
体
調
が
悪
い
場
合
、
全
員
接
種
を
見

合
わ
せ
ま
す
。

【
次
の
よ
う
な
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
】

　

①　

・
５
度
以
上
の
熱
が
あ
る
②
重

３７

篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
③
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
成
分
で
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
激
し
い
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
）
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

④
下
痢
症
状
で
あ
る
⑤
そ
の
他
、
予
防

接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に

あ
る
と
判
断
し
た
場
合

※
そ
の
他
、
お
子
さ
ん
の
体
調
に
よ
っ

て
は
、
接
種
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
会
場
で
の
注
意
事
項
の
掲
示

等
も
ご
覧
の
う
え
、
医
師
と
よ
く
相
談

し
て
下
さ
い
。

２００５年度ポリオ集団予防接種日程表
会　場２回目１回目

健康福祉会館（原則として住所が原町田、森
野、中町、旭町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂
のお子さんが対象となります）

７月４日（月）４月１１日（月）

南市民センター７月５日（火）４月１２日（火）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川、
能ヶ谷町、広袴町、広袴、三輪町、三輪緑
山、薬師台のお子さんが対象となります）

７月６日（水）４月１３日（水）

成瀬センター
７月７日（木）４月１５日（金）

堺市民センター
健康福祉会館（原則として住所が原町田、森
野、中町、旭町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂
以外のお子さんが対象となります）７月１１日（月）４月１８日（月）

町田リサイクル文化センター
鶴川市民センター（原則として住所が野津田
町、小野路町、金井町、金井、大蔵町、真光
寺、真光寺町のお子さんが対象となります）

７月１３日（水）
４月１９日（火）

小山市民センター７月１４日（木）
なるせ駅前市民センター７月１５日（金）４月２１日（木）
木曽山崎センター７月１９日（火）４月２２日（金）
健康福祉会館７月２２日（金）４月２５日（月）
健康福祉会館７月２５日（月）４月２７日（水）

※各会場とも、車での来場はご遠慮下さい。
※健康福祉会館・鶴川市民センターの混雑を緩和するため、日程ごとに対象地区
を設定しました。お子さんの体調等により別の日に変更することは可能です。

４月の母子健康案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場事業名
快適なマタニ
ティライフの
ために

１日目

１６～２５週
の妊婦

午後１時３０分
～４時

１日（金）

健康福祉会館

母親学級
－４日間
コース－

（申し込み制）

妊娠中の日常
生活と保育、妊
婦体操（実習）

２日目８日（金）

歯の衛生、
生活と栄養３日目１５日（金）

もく浴法、
呼吸法（実
習）

４日目午前１０時
～午後０時３０分２３日（土）

離乳食の進め方の
お話と試食

４～５
か月児

午前９時５５分
～１１時４５分
受付
午前９時３０分
から

６日（水）
または
２２日（金）

初
期

健康福祉会館
離 乳 食
講 習 会
（申し込み制） 離乳食後期のお話

と試食、歯の話
８～９
か月児１５日（金）後

期

身長・体重測定、
保育相談、栄養相
談、母性相談、家
族計画の相談

２か月児
～就学前

受付
午前９時４５分
～１１時３０分
午後１時３０分
～３時

４、１１、１８、
２５日（月）　健康福祉会館

乳 幼 児
母性相談

８日（金）子どもセンターばあん
７日（木）鶴 川 分 館
２０日（水）健康相談室　忠生
１３日（水）堺市民センター

町 田 市 職 員 募 集
受　験　資　格募 集 人 員募　集　職　種

昭和４９年４月２日以後に生まれた方で診療放射線技師の
資格を有する方、または２００５年春までに取得見込みの方１人診 療 放 射 線 技 師

４月４日（月）
　～６日（水）

申込
受付

試 験 日
４月１７日（日）

◆募集要項と申込書は市役所及び各市民センターで配布していま
す。また町田市ホームページからもダウンロードできます。
◆採用は、２００５年６月１日以降です。お問い合わせは、職員課（11 
７２２・３１１１内線２２４１）へ。
※郵送申込受付は４月２日（土）まで（消印有効）です。
※試験日には、教養試験・適性検査・面接試験及び健康診断書の提
出があります。

　

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す
る
学

童
（
障
が
い
児
を
含
む
）
の
保
育
及
び

介
助
の
仕
事
で
す
。

○
資
格　

小
学
校
教
諭
免
許
、
幼
稚
園

町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

臨

時

指

導

員

　

町
田
市
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
す
み

れ
教
室
は
心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
心
配

の
あ
る
乳
幼
児
の
相
談
・
療
育
施
設
で

す
。

○
資
格　

言
語
聴
覚
士
の
資
格
を
お
持

す
み
れ
教
室

言
語
聴
覚
士（
嘱
託
）

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
福

祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２
１
３
３
、

6
７
２
４
・
１
１
８
７
）
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

○
日
時　

３
月　

日
（
木
）
午
前
９
時

２４

　

分
か
ら

３０○
会
場　

す
み
れ
会
館
３
階
第
１
会
議

室※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

第
５
回
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会

教
諭
免
許
、
保
育
士
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
（
指
定
さ
れ

た
日
）

○
勤
務
時
間　

午
後
２
時
〜
午
後
６
時

（
学
校
休
業
日
は
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

の
勤
務
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
学
童
の
登

所
状
況
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

○
勤
務
場
所　

市
の
運
営
す
る
学
童
保

育
ク
ラ
ブ

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

履
歴
書
に
写
真
を
張

り
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
、

３
月　

日
ま
で
に
直
接
児
童
青
少
年
課

２８

（
11
７
２
４
・
２
１
８
２
）
へ
。

ち
の
方

○
勤
務
期
間　

４
月　

日
〜
２
０
０
６

１８

年
３
月　

日
３１

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
で
週
２
〜
３

日○
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
指
導
形
態　

個
別
及
び
集
団
指
導

○
勤
務
場
所　

す
み
れ
教
室

○
報
酬　

市
基
準
に
基
づ
き
支
給

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
申
し
込
み　

履
歴
書
、
言
語
聴
覚
士

資
格
証
等
の
コ
ピ
ー
を
郵
送
で
３
月　
３０

日
ま
で
（
必
着
）
に
す
み
れ
教
室
（
〒

　

－

０
０
２
１
、
中
町
２－
　

－
　

、

１９４

１３

１４

11
７
２
６
・
６
５
７
０
）
へ
。

※
応
募
者
に
は
書
類
選
考
の
う
え
、
面

接
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
度
か
ら
子
宮
頚
が
ん
検

診
の
対
象
を　

歳
以
上
に
広
げ
ま
す
。

２０

　

ま
た
、
体
が
ん
検
診
は
、
廃
止
と
な

り
ま
す
。

【
子
宮
頚
が
ん
は　

歳
代
の
若
年
層
で

２０

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
】

　

妊
娠
時
で
も
誕
生
月
と
そ
の
翌
月
が

該
当
す
る
方
は
、
頚
が
ん
検
診
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
主
治
医
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

【
子
宮
体
が
ん
は
症
状
が
あ
っ
た
ら
病

院
を
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
】

　

体
が
ん
は
症
状
が
進
行
し
て
い
な
い

早
期
の
段
階
で
出
血
す
る
こ
と
が
多
く

約
９
割
が
「
不
正
出
血
」
の
主
訴
か
ら

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
正
出
血
、
下

腹
部
痛
な
ど
自
覚
し
た
ら
産
婦
人
科
等

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
が
ん
検
診
の
実
施
方
法
】

○
対
象　
　

歳
以
上
の
町
田
市
民
で
職

２０

場
等
で
検
診
の
機
会
の
な
い
女
性
の
方

※
誕
生
月
と
翌
月
に
受
診
で
き
ま
す
。

子宮がん検診実施病・医院名簿　２００５年３月１日現在
電話番号所　在　地病・医院名
７２２－３３２１原町田４－１２－６尾崎医院
７２２－３１３５原町田５－５－５飯山医院
７２８－１１１１中町１－１１－１１あけぼの病院
７２２－５７７７中町４－１１－６都南産婦人科医院
７２１－８８５５森野１－３４－１３ＴＭビル２０１町田東口クリニック
７２６－０８６３森野４－７－８柴山医院
７２５－３８５１旭町１－１５－２３中澤産婦人科医院
７２５－８２０７玉川学園７－５－６玉川胃腸科クリニック
７２９－５２２８南大谷２１９－２３玉川学園土屋クリニック
７９６－６５７５金森１１６４仁行堂クリニック
７９６－４８０７金森１１７０虫明婦人科内科小児科医院
７２８－１１０１南成瀬６－１０－９町田産婦人科医院
７２９－７６６３成瀬台１－５－１０明治クリニック
７９５－２１２１つくし野３－１７－９すずかけ台診療所
７９６－１１０３小川２－２５－１４成瀬中央産婦人科
７３５－２２５７鶴川４－２２－６森医院
７３７－７２７１能ヶ谷町２５２－１鶴川レディースクリニック
７９１－２９７０木曽町１１３０萩原産婦人科
７９３－６８６８忠生４－８－８田中産婦人科内科クリニック
７９７－１５１１下小山田町１４９１多摩丘陵病院

れ
て
い
る
も
の
で
、
街
路
灯
に
は
、
省

電
力
型
安
定
器
、
人
感
セ
ン
サ
ー
（
通

行
す
る
人
に
反
応
し
て
明
る
さ
が
変
化

す
る
）
、
電
力
量
計
（
電
力
削
減
実
証

デ
ー
タ
収
集
用
）
と
い
っ
た
省
電
力
の

た
め
の
設
備
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
街
路
灯
の
設
置
工
事
と
使
用
電

力
削
減
状
況
の
デ
ー
タ
収
集
等
は
事
業

者
団
体
が
行
い
、
そ
の
デ
ー
タ
は
市
が

事
業
者
団
体
か
ら
提
供
を
受
け
て
、
こ

れ
か
ら
の
省
電
力
化
推
進
に
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
設
備
の
管
理
運

用
は
市
が
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

　

３
月
１
日
に
、
２
月
末
に
設
置
工
事

が
完
了
し
た
省
電
力
型
街
路
灯
の
点
灯

式
が
、
つ
く
し
野
駅
前
広
場
で
関
係
者

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
街
路
灯
設
置
工
事
は
、
市
が

使
用
電
力
の
削
減
を
目
的
に
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
者
団
体
と
設
置
準

備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
つ
く
し
野

駅
前
広
場
に
４
基
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
設
置
工
事
は
、
独
立
行
政
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
証
モ
デ
ル

評
価
の
補
助
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

協
働
で
進
め
る
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り
と
省
電
力
化

協
働
で
進
め
る
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り
と
省
電
力
化

省省
電電
力力
型型
のの
街街
路路
灯灯
のの
点点
灯灯
式式
がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

〜　

歳
か
ら
の
検
診
〜

２０ああ
なな
たた
をを
守守
りり
たた
いい

子子
宮宮
がが
んん
検検
診診

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８子宮頚がんと体がんの違い

体　が　ん頚　が　ん
子宮の奥にあたる体部の
内膜から発生します。内膜
は月経の時にはがれるた
め閉経前の方の体がんの
発生は多くありません。

子宮の入口である頚部の
上皮（表面の細胞）から
発生します。

どこに
できるの？

５０～６０歳
（１５～２０人／１０万人）
※以前は少なかったので
すが全ての年齢層で年
々増えています。

３０～４０歳
（３０～４０人／１０万人）
※４０歳以上は年々減って
いますが、この２０年の
間に２０～２４歳で２倍、
２５～２９歳では４倍と逆
に増えてきています。

何歳の人に
多いの？

・閉経以降の方
・妊娠、出産の経験のな
い方

・喫煙者
・妊娠、出産の回数の多
い方

・ヒトパピローマウイル
ス（ＨＰＶ）の感染の
ある方

どんな人が
かかり
やすいの？


